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突
如
噴
出
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
、
政
財
界
の
議
論
は
的
外
れ
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
９
カ
国
お
よ
び

中
国
に
比
べ
て
、
日
本
の
農
産
物
輸
入
は
伸
び
て
い
な
い
。
だ
が
世
界
の
常
識
��

�����
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農
産
物
輸
入

大
国
＝
輸
出
大
国
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
農
産
物
輸
出
力
に
日
本
農
業
成
長
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

農
産
物
輸
出
の
世
界
シ
ェ
ア
わ
ず
か
０
・
２
％
の

日
本
農
業
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
成
長
す
る
！
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が
検
討
す
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Ｐ
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平
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協定）参加の是非を









巡
っ
て
、
国
論
が
二
分
し
て
い
る
。「
農

業
を
ど
う
す
る
か
」
を
論
点
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推

進
派
と
反
対
派
そ
れ
ぞ
れ
、
議
論
が
沸
騰

し
て
い
る
の
だ
。

政
府
の
「
開
国
と
農
業
再
生
を
両
立
す

る
」（
菅
直
人
首
相
）
認
識
に
対
し
、
地

方
選
出
議
員
ら
、
与
野
党
を
超
え
た
国
内

農
業
保
護
派
の
反
発
は
根
強
い
。
2
0
0

人
近
く
の
民
主
党
議
員
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
す
れ
ば
、
農
業
は
壊
滅
す
る
」（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
慎
重
に
考
え
る
会
・
山
田
正
彦
会
長
、

前
農
相
）
と
断
固
反
対
を
表
明
。
自
民
党

も
農
協
・
農
村
票
を
バ
ッ
ク
に
す
る
議
員

ら
約
1
0
0
人
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参加の


即
時

撤
回
を
求
め
る
会
」（
会
長
・
森
山
裕
衆

院
議
員
）
に
結
集
し
て
い
る
。

対
す
る
推
進
派
は
、「
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
構
成
比
１
・
５
％
の
農
業
を
守
る

た
め
に
、
残
り
98
・
５
％
を
犠
牲
に
す
る

の
か
」（
前
原
誠
司
外
相
）、「
参加

し
な

い
と
日
本
は
世
界
の
孤
児
に
な
る
。
競
争

力
な
き
国
内
農
業
の
構
造
改
革
加
速
化

を
」（
米
倉
弘
昌
・
���


�
���


�

日
本
�
�
���


�

経
団
連
会
長
）

と
し
、
暗
に
農
業
を
犠
牲
に
し
て
も
参加


す
る
べ
き
と
主
張
す
る
。

両
論
─
─
反
対
派
の
「
農
業
壊
滅
論
」、

推
進
派
の
「
農
業
犠
牲
論
」
─
─
と
も
に

的
外
れ
で
あ
る
。
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
本
質

を
完
全
に
見
誤
っ
て
い
る
。

図
１
・
２
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
日
本

と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
９
カ
国
（
加
盟
済
み
４
カ
国

お
よ
び
参加協


議
中
５
カ
国
）
お
よ
び
参

加
に
関
心
を
示
し
て
い
る
中
国
」
の
農
産

物
輸
入
額
（
図
１
）
と
農
産
物
を
除
く
そ

の
他
の
全
輸
入
額
（
図
２
）の

過
去
10
年

推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
９
カ
国
お
よ
び
中
国
の
輸
入
額

の
伸
び
率
は
、農
産
物
と
そ
の
他
の
双
方
、

横
ば
い
傾
向
の
日
本
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
の
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
農
産
物
の

輸
入
は
、
工
業
製
品
や
そ
の
原
料
を
含
む

そ
の
他
の
輸
入
額
の
成
長
率
に
ほ
ぼ
比
例

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
で

は
経
済
成
長
と
所
得
向
上
に
よ
っ
て
、
他

産
業
の
輸
入
増
加
と
並
ん
で
、
農
産
物
の

輸
入
が
伸
び
て
い
る
の
だ
。

農
産
物
で
見
れ
ば
、
輸
入
額
は

1
9
9
8
年
か
ら
2
0
0
7
年
で
８
１
０

億
ド
ル
か
ら
１
７
１
０
億
ド
ル
と
２
倍
超

増
え
て
い
る
。
そ
の
増
額
は
９
１
０
億
ド

ル
で
、日
本
の
農
業
生
産
額
に
匹
敵
す
る
。

要
す
る
に
わ
ず
か
過
去
10
年
で
、
日
本
の

農
業
生
産
額
を
上
回
る
大
き
な
輸
出
市
場

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
９
カ
国
お
よ
び
中
国
に
、
新
た

に
生
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
�
��


さ
ら
に

日
本
よ
り
成
長
率
が
断
然
高
い
。
す
で
に

世
界
の
農
産
物
貿
易
額
の
う
ち
、
こ
れ
ら

10
カ
国
で
５
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。

一
方
、
日
本
の
農
産
物
輸
入
額
は
10
年

で
32
％
（
１
１
０
億
ド
ル
）
し
か
伸
び
て

い
な
い
。
こ
の
数
字
は
、
日
本
の
農
産
物

以
外
の
輸
入
増
加
率
１
３
４
％
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由

が
あ
る
。

一
つ
目
は
、日
本
経
済
の
成
長
鈍
化
だ
。

国
内
の
農
産
物
市
場
は
、
高
度
成
長
期
、

成
熟
期
を
通
じ
て
右
肩
上
が
り
で
あ
っ

た
。
だ
が
、“
失
わ
れ
た
10
年
”
の
間
は

伸
び
悩
む
農
産
物
の
輸
入
力
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縮
小
を
繰
り
返
し
、
下
降
傾
向
で
あ
る
。

所
得
が
伸
び
な
け
れ
ば
食
費
が
削
ら
れ
、

ひ
い
て
は
そ
の
原
材
料
で
あ
る
農
産
物
の

製
造
業
＝
農
業
の
需
要
に
直
接
影
響
を
与

え
る
。
並
行
し
て
、少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

農
産
物
の
市
場
規
模
で
あ
る
日
本
人
全
体

の〝

胃
袋
〟
自
体
が
減
少
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
連
動
し
て
、
農
産
物
の
輸
入
力
が

減
退
し
て
い
る
の
だ
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
食
品
加
工
業
の
競

争
余
力
の
限
界
で
あ
る
。
食
品
の
基
本
原

材
料
で
あ
る
コ
メ
、
麦
、
砂
糖
、
酪
農
品
、

肉
類
が
高
関
税
の
た
め
、
国
際
価
格
で
調

達
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
原
材
料
を
輸

入
し
て
加
工
品
を
輸
出
す
る
先
進
国
型
の

食
産
業
と
し
て
他
の
先
進
国
と
競
争
で
き

な
い
。
食
品
産
業
の
減
少
す
る
国
内
市
場

の
規
模
に
限
定さ

れ
、
原
材
料
で
あ
る
農

産
物
の
輸
入
が
伸
び
な
い
の
だ
。
そ
れ
に

対
し
て
、
農
産
物
を
除
く
そ
の
他
の
輸
入

額
は
、
原
材
料
が
国
際
価
格
で
調
達
で
き

る
た
め
、
最
低
限
の
輸
出
競
争
力
が
維
持

で
き
て
い
る
。

生
産
者
に
と
っ
て
は
、
農
産
物
輸
入
が

増
え
な
い
の
は
良
い
こ
と
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
ん
な
に
単
純
な

構
図
で
は
な
い
。
農
産
物
の
輸
出
大
国
�＝

輸
入
大
国
な
の
が
世
界
の
常
識
だ
。

米
国
に
次
ぐ
先
進
国
の
２
大
輸
出
大
国

―
―
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
輸
入
額
を

見
れ
ば
解
明
で
き
る
。
人
口
が
日
本
の
６

分
の
１
し
か
い
な
い
オ
ラ
ン
ダ
は
２
２
０

億
ド
ル
、
半
分
の
フ
ラ
ン
ス
で
１
８
０
億

ド
ル
ほ
ど
、
過
去
10
年
で
輸
入
額
が
増
え

て
い
る
。
日
本
の
増
額
１
１
０
億
ド
ル
の

そ
れ
ぞ
れ
２
倍
、
１
・
６
倍
だ
。
国
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
人

は
12
倍
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
３
・
２
倍
も
日

本
人
よ
り
輸
入
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
に
食
べ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
が
輸
出
用
の
原

材
料
に
回
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
同
時

期
に
、
輸
出
が
オ
ラ
ン
ダ
で
１
５
０
億
ド

ル
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
30
億
ド
ル
も
輸
入
を

上
回
っ
て
伸
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
食
品
産
業
の
輸
出
市
場
拡
大
に
伴

い
、
刺
激
を
受
け
た
国
内
農
場
に
よ
る
農

産
物
の
需
要
と
供
給
が
増
え
る
と
い
う
好

循
環
を
も
た
ら
す
の
だ
。

世
界
の
農
産
物
貿
易
額
は
、
毎
年
10
兆

円
規
模
で
増
え
て
い
る
。
新
興
国
で
の
農

産
物
の
需
要
増
大
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
な
い
。
そ
の
総
額
は
日
本
の
農
業
生

産
額
８
兆
円
の
13
倍
超
の
１
０
６
兆
円
に

及
ぶ
。
し
か
し
、
日
本
の
世
界
輸
出
シ
ェ

ア
は
わ
ず
か
０
・
２
％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
は
経
済
成

長
と
完
全
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
国
民
が

貧
し
く
な
っ
て
、
農
業
が
成
長
す
る
は
ず

が
な
い
。
農
業
と
他
産
業
を
二
項
対
立
の

概
念
と
し
て
と
ら
え
る
「
農
業
壊
滅
論
」

「
農
業
犠
牲
論
」
の
両
論
者
が
い
く
ら
議

論
し
て
も
不
毛
だ
。
答
え
は
首
相
の
い
う

「
開
国
と
農
業
再
生
」
で
は
な
い
。
他
産

業
と
同
様
、
農
業
も
「
開
国
と
成
長
」
を

両
立
し
て
い
く
し
か
道
は
な
い
。

か
つ
て
日
本
も
経
済
成
長
に
よ
っ
て
農

産
物
市
場
が
急
増
し
た
よ
う
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

諸
国
で
も
同
じ
現
象
が
起
き
て
い
る
の

だ
。
所
得
増
と
と
も
に
、
食
べ
物
の
消
費

が
最
低
限
の
必
需
品
か
ら
自
由
裁
量
品
へ

と
移
行
す
る
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
が

街
に
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
多
彩
な
加

工
食
品
、
ス
ナ
ッ
ク
、
デ
ザ
ー
ト
の
購
入

機
会
が
充
実
す
る
。
外
食
や
中
食
、
宅
配

と
い
っ
た
食
シ
ー
ン
の
多
様
化
・
高
度
化

も
起
こ
る
。「
食
べ
て
い
く
だ
け
で
精
一

杯
」
の
生
活
か
ら
、「
好
き
な
も
のを

選

ん
で
食
べ
る
」「
ち
ょ
っ
と
贅
沢
し
た
い
」

と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
大
き
な
変

化
だ
。
さ
ら
に
先
へ
進
め
ば
、「
も
っ
と

健
康
に
な
り
た
い
」「
も
っ
と
長
生
き
し

た
い
」
と
い
う
要
求
が
生
ま
れ
る
。
そ
う

な
る
と
今
度
は
、
高
品
質
な
生
鮮
野
菜
や

果
物
、
美
容
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の
健
康

を
意
識
し
た
製
品
の
原
料
と
な
る
安
全
な

農
産
物
の
需
要
増
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

過
去
50
年
間
、
こ
う
し
た
時
代
の
変
化

に
対
応
し
て
、
日
本
の
農
業
界
は
コ
メ
の

食
味
を
上
げ
続
け
、
肉
、
野
菜
、
果
物
、

花
な
ど
の
嗜
好
品
の
付
加
価
値
生
産
に
成

功
し
て
き
た
。日
本
農
業
は
い
う
な
れ
ば
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
諸
国
を
含
む
新
興
国
の
現
在
、
未

来
を
す
で
に
先
取
り
し
て
き
た
。
今
か
ら

そ
の
変
化
に
対
応
す
る
新
興
国
の
農
家
よ

り
、
十
分
な
経
験
と
実
績
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
。
日
本
国
内
と
同
様
に
、
日
本
の

農
家
や
加
工
メ
ー
カ
ー
は
輸
出
先
の
個
々

の
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
れ
ば
す
る
だ

け
、
新
た
な
成
長
機
会
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
�
��


の
だ
�。

農
業
も
「
開
国
と
成
長
」
の
両
立
を
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出所：FAO統計から筆者作成
＊中国には香港、マカオ含む ＊中国には香港、マカオ含む

出所：FAO統計から筆者作成

図2：日本とTPP9カ国＋中国＊のその他輸入額の推移 図1：日本とTPP9カ国＋中国＊の農産物輸入額の推移
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